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1. 序　研究の背景，目的と方法

1.1　燕とシリコンバレーの中心産品の変遷
世界における歴史の長いクラスターの中には

その中心産品を変遷させながらグローバル市場
で競争力を維持している事例がある。本稿では
その内，燕クラスター（以下，燕）とシリコン
バレーを比較研究の対象とする。両者は産出物
（以下，産品。ハードウエア，ソフトウェア，サー
ビスを含む）の種類，規模，人口数等で大きな
差異があるが（図表１），幾度も危機に直面し
ながらこれを克服してきたという共通点を有す
る。本稿ではその中心産品の変遷を比較分析し，
クラスターの持続的発展の基盤となる「進化力」
を考察する。

1.2 　研究の目的，研究課題
⑴ 　なぜ，両クラスターの中心産品は変遷した
のか。

⑵ 　その変遷の促進要因は何か。
⑶ 　変遷に関し，特定のパターンが存在するか。
⑷ 　どのような形でイノベーションが創出され
るか。
⑸ 　クラスターの持続的発展に関し，どのよう
な示唆が得られるか。

1.3　研究方法
⑴ 　クラスターの盛衰に関する先行研究を探索
し，重要概念を整理する。
⑵ 　両者の中心産品の起源・発展および衰退・
復元に関する要因に焦点を当て，中心産品の
変遷を比較分析し，共通点・相違点を考察す
る。

2. 燕とシリコンバレーの概況

2.1 燕の概況
燕の2009年における製造物の事業所数は735
工場，従業者は15,394人で，製造品出荷額合計
は3,300億円である。その内訳を図表２で示す。
内訳の上位は，情報通信機器（主として筺体）
15.1%，電気機械器具13.3%，鉄鋼10.6%，金属
器物（ハウスウェア等）9.7%，汎用機械器具8.1%
である。金属洋食器の出荷額は，かつて世界一
の生産高を誇り，1984年に400億円に達してい
たが，現在では12位に下がり，出荷額86億円で
2.6%のシェアを占めるに過ぎない。
ここから，燕はかつての洋食器の単品生産の
産地から多様な「金属製品加工クラスター」（椎
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図表１　燕とシリコンバレーの概況

出所：シリコンバレー：Silicon Valley Index
http://www.siliconvalleycf.org/docs/joint-venture/2009Ind(閲覧：2011.2.11)
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谷，2011年，23－36頁）に変容している。図表
２において，第１位から８位までの製品は，か
つて，金属洋食器が太宗を占めた1950年代～
1980年代半ばまでは，「その他」グループに属
していた。燕においては，「成長する産業はそ
の他グループから輩出してくる」１傾向にあり，
次世代産品の孵化と成長が並行的に進行してい
る状況が確認できる。

2.2 シリコンバレーの概況
一方，シリコンバレーの産業分布に関しては，
従業員比率で示した（図表３）。ここでの特徴は，
主たる産業であるIT 分野が20.5%であり，ライ
フサイエンスは2.4%である。これら産業を支援
する大学，官庁，会計事務所，弁護士事務所等
が70%を占める。IT分野の内訳は，ソフトウェ
ア6.2%，コンピューターハードウエア2.8%，半
導体と半導体装置はそれぞれ2.8%，電子部品
2.1%，インターネット情報サービス1.6%である。
ライフサイエンスはすでに半導体や半導体装置
に匹敵する従業員を擁している。

3. 先行研究の調査と検討

3.1  クラスターの形成・促進，衰退，復元・発
展に関する先行研究
本稿におけるクラスターの定義として，ポー
ターの「特定分野における関連企業，専門性の
高い供給業者，サービス提供者，関連業界に属
する企業，関連機関が地理的に集中し，競争し
つつ同時に協力している状態」（1999，67頁）
を採用する。ただし，文献引用に際し，「産業
集積」が使用されている場合はそのまま引用す
る。
クラスターの形成・促進に関し，前田は，８
つの形成要素と12の促進要素を挙げ，形成要素
の１つとして，ビジョナリーを取り上げている
（石倉・藤田・前田・金井・山崎，2003，152頁）。
笹野は，産業クラスターにおけるビジョナリー
（visionary）を「地域や産業集積の発展に関す
る優れたビジョンを持ちそれを地域に浸透させ
ていく力を持つキーパーソン」（2006，22頁）
と定義する。本稿ではクラスターの進化に関し，
このビジョナリーに注目する。
産業集積の衰退の原因として，マーシャルは

「技術流出」（1966，274頁）と，ほかの地域に
おける競合の出現を挙げる（1986年，287頁）。
また，ポーターは，クラスターの衰退に関し，
内部における硬直性（競争を妨げる障壁）と集
団思考によるイノベーションの低下を挙げ，外
部要因として，技術の急激な変化への対応の遅
れ，顧客ニーズの変化（1999，131-133頁），を
挙げる。
クラスターが継続的に発展する条件として，
宮嵜は，「特定分野に秀でたオンリーワン型の
技術と多様な需要に機敏対応し，新しい分野を
切り拓いていく，『化けていくための総合力』」
が必要である（2005，270頁）と提唱する。

図表２　燕製造物出荷内訳（2009年） （％）
1 情報通信機械（筺体） 15.1
2 電気機械器具 13.3
3 鉄鋼 10.6
4 金属器物 9.7
5 汎用機械器具 8.1
6 生産用機械器具 4.2
7 食料品・飲料 4.0
8 輸送用機械器具 4.0
9 プラスチック 3.8
10 金属製品 3.7
11 紙加工品 3.4
12 金属洋食器 2.6
13 金型・同部分品 2.2
14 製缶板金 1.9
15 利器工匠具 1.4
16 農業用機械 1.3
17 作業工具 0.7
18 金属研磨等 0.5
19 電気めっき 0.3
20 その他 9.2

合計 100
出所：燕市役所
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3.2 個別クラスターの研究
中小企業研究センターは，燕の発展はクラス

ターの主力選手の業種転換でなく，常に新たな
担い手によるものであったとし，現在の燕は完
結型産地としての構造は解体している（2001，
123頁）と結論づけた。
サクセニアンは，産業クラスターにおける栄

枯盛衰のライフサイクルの存在をボストンの
ルート128線沿地域とシリコンバレーとの比較
分析で明らかにした。また，シリコンバレーが
衰退に陥った際の復元力の源泉を企業間ネット
ワークの存在とした（2001，123頁）。
清成・橋本は，「新しいタイプの産業集積と
してのシリコンバレーの構造的特質」を「シリ
コンバレーにおける産業連関図」として論じ，
シリコンバレーに所在する8427社を，「素材・
投資財」→「中間財（加工：精密加工・モール
ド等），（部品：プリント基板，半導体等）」→「組
み立て」→「最終製品（コンピューター，通信
機器等）」の階層構造の中で分類している（1997，
22―25頁）。
村山は，シリコンバレー発展の中心的役割を

果たしたスタンフォード大学の高度な研究力は
戦後の防衛関係研究に由来するところが大きい
と指摘する。その研究資金により第１級の研究
スタッフと施設を揃え，その研究成果に引きつ
けられた企業がこの地に生まれ，集積し，大学
との緊密な協同体制の下で半導体産業が発展を
遂げた（2000，184－187頁），と論ずる。
岡本は，シリコンバレーは４つの段階を経て
進化したとする。第１段階はヒューレット・パッ
カード社設立と電子産業，第２段階は半導体産
業，第３ 段階はアップル社などのPC関連産業，
そしてグーグルやヤフーのようなIT産業が第
４段階で，現在は第５段階に向っているとする
（2008，29頁）。また，産業集積が進化するため
には，目指すべき方向に関する共通ビジョンが
必要であるとし，さらに進化のためには，経営
資源を取り入れるため，集積外とのネットワー
ク，特に国際ネットワークの重要性を指摘する
（岡本，2008，34-38頁）。クラスターにおける
共通ビジョンに関し，前田は，シリコンバレー
のビジョナリーはフレデリック・ターマンとす
る（石倉ら，2003，140－154頁）。
吉川は，燕とシリコンバレーを対象とした先
駆的な比較研究において，シリコンバレーは新
製品開発に特化した集積であり，燕は製品開発
とモノ作りとの集積地であると特徴づけた。さ
らに，新産業の創出は，既存の技術と，その技
術の特性の応用を考えつつ，更なる新しい技術・
マネージメントの導入により可能になるとし，
技術の連続性と技術の非連続性の絶妙な混合で
はじめて可能になる（2005，102－103頁），と
論じた。さらに，燕の歴史的分析で中心産品の
変遷要因を他の地域での競合製品の発生とした
（吉川，2006）。

3.3　先行研究を踏まえて
上記の先行研究の探索において，クラスター
自体の栄枯盛衰の研究やクラスターの構造につ
いての論述を確認した。本稿はこれらの議論を
踏まえ，クラスターの中心産品の変遷過程をイ
ノベーション創出の視点で解明し，モデル化を

図表３　シリコンバレー従業員の産業分布
産業 従業員数 占有率

Information Product Service 285,614 20.5% 
（Software） （86,910） （6.2%） 
（Computer Hardware） （39,321） （2.8%） 
（Semiconductor & Semiconductor 
Equipment） （38,926） （2.8%） 

（Electronics Component 
Manufacturing） （29,082） （2.1%） 

（I.T. Wholesale Trade） （22,431） （1.6%） 
Internet Information Service） （22,116） （1.6%） 
（Instrument Manufacturing） （21,691） （1.6%） 
（Communications Service & 
Equipment Manufacturing） （19,316） （1.4%） 

（Other Media Broad Casting） （3,904） （0.3%） 
（I.T. repair services） （1,918） （2.4%） 
Life Science 33,311 2.4% 
Innovation & Specialized Services 152,218 10.9% 
Business Infrastructure 64,187 4.6% 
Community Infrastructure 790,534 56.8% 
Other manufacturing 66,381 4.8% 
Total 1,677,860 100.0% 
出所：Silicon Valley Index 2009
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試みる。

4. 燕クラスター

4.1 燕クラスターの中心産品の変遷
燕クラスターの起源は1600年代に遡る。その

歴史の中で，国内外の環境変化による挑戦を幾
度も受け，その都度，それまでの蓄積技術と新
技術とを組み合わせ，次なる産品に転換してき
た。その変遷を５つの時期に分け図表４に示す。
また，その図解を図表５で示す。図表４におい
て，その沿革は，和釘→銅器・やかん・煙管・
矢立→洋食器（戦前）→ステンレス洋食器→金
属加工の多様化（IT機器の筐体，ゴルフヘッド，
野外品等）となっている。それぞれの時期にお
ける成長の契機，脅威の要因，最盛期の状況を
記述した。第１期から第５期にかけて加工対象
は変わるが金属加工の技術は一貫して高度化し
ており，金属の精密加工技術において世界トッ
プクラスの企業２を生み出した。

4.2 燕における中心産品の起源と変遷の進化力
図表４において，５期にわたる産品の変遷を

「進化力」の視点で分析し，燕の進化について
モデル化を試みる。ここで，進化力とは，クラ
スターにおいて，当初の産品が形成された後に，
新たな産品を創出する能力を指す。

（第１期） 和釘，船釘の起源：マイナス要因の
克服

燕の和釘・船釘は江戸初期の1630年頃に興り，
明治初期まで日本の有力な産地であった。しか
しながら，なぜ，近隣に鉄源もなく，大消費地
である江戸，大阪から遠隔地の燕が長期にわた
り和釘の有力産地として継続しえたのであろう
か。
和釘の起源について少なくとも２説がある。
第１は天領の代官による奨励説であり，マー
シャルの「支配者の計画的な導入」（1996，270
頁）に該当する。すなわち，「燕地区は，信濃

図表４　燕の主要産品の変遷

　出所：燕商工会議所『試練と革新の歩み、燕商工会議所50周年史』2001年に基き筆者作成
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川の氾濫で地域農家の収入が不安定な状況に
あったため，1620年代に，天領の代官が江戸か
ら和釘の技術を導入・奨励した」という説が地
域の産業界で支持されている３。第２の説とし
て，燕商工会議所は，「燕は和釘の材料となる
鉄を生産せず，鍛冶の道具や木炭も他から移入
しなければならず，代官の奨励で急に和釘づく
りが始まったとは推定しがたい」と否定的であ
り，むしろ，「江戸時代に87回発生した信濃川
の氾濫」という地理的マイナス要因に起源を求
め，「氾濫後の堤防復旧工事や新田開発に必要
となる大工道具や釘が以前から製造されてい
た」，と推定する（2001，136－140頁）。これは，
ポーターの「強い需要の存在（事例：イスラエ
ルの灌漑技術）」（1999，122頁）にあたる。
いずれの説にせよ，重い鉄製品を全国に輸送

する不利な条件を燕はどのように解決したので
あろうか。その答は，氾濫が頻発した信濃川に
あると考える。「原料の鉄は，北前船による海
上輸送から信濃川の河船を中継して，燕に運ば

れ，完成品の和釘は逆のルートで全国に運ばれ
た。北前船にとって往復ともに鉄を船底に積み
込み，重心を安定させ，荒れやすい日本海の安
全航海の積荷として歓迎された」との説がある
（新潟県経済雇用問題研究所）。北前船は明治以
降も活動していたと地域の産業人４も語ってお
り，この説は信憑性が高いと考える。ここから，
燕の和釘の起源は，クロスSWOT分析におけ
る，「脅威」（信濃川の氾濫）と「弱点」（天然
資源なし）がクロスするセルにおいて，２つの
マイナス要因を「交通の便」（マーシャル，
1996，270頁）のプラス要因で逆転させた発想
にあるといえる。ビジネスモデルの観点から見
ると，元来，和釘の需要旺盛な地域で，当初の
地産地消モデルを基にして，全国物流ルートと
を組み合わせたもので，「原料外部調達＋地域
の労働力活用＋技術（ふいご）導入＋全国販路」
のモデルへと発展させている。
また，地理的マイナス要因が逆に職人を育む
精神的風土の基盤であるとも言う。「信濃川の

図表５　燕地区の主要産品の変遷
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下流は洪水が頻発するため，『荒地（あち）』と
呼ばれる。厳しい自然環境の中では，創意，工
夫しながら寡黙に仕事をして知恵を出し合わな
いと，生きていけない。これが，地元のメーカー
や職人向きの人を育んだ。また，自然の大きな
力に対応するため，個々人の利益より地域の利
益を尊重し，相互扶助の精神や団結心が強
い」５。これは，マーシャルの人的要素（1962，
140頁，254頁）に該当する。
結論的には，和釘の起源は地域のマイナス要

因の克服説が有力と考える。

（第２期） 銅器具への展開：原料立地による優
位性を活用した金属加工の多様化

1700年頃，燕の近郊で間瀬銅山が発見され，
槌起銅器の技術が外部から導入され，銅製品の
生産が開始された（燕商工会議所，2001，138頁）。
展性に優れた銅の高付加価値化を狙ったもの

と解釈できる。和釘がマイナス要因のプラス転
化とすれば，間瀬銅山の存在は，燕のプラス要
因である。銅器に関する限り，燕は「原料立地」
の性格であった。この和釘と銅器具の並存時期
は燕クラスターの長い歴史の中でもっとも順調
な期間となった。また，銅を加工する技術が高
度化し，「銅鍋」，「灰ならし」，「煙管」，「矢立」
等と製品が多様化した。しかし，和釘と銅器具
の順調な状況は，鎖国という「保護環境下」で
の繁栄でもあった。

（第３期） 金属洋食器，ハウスウェアへの転換：
逆境での産品の転換

明治初期，1872年の燕の人口は6000人，工業
人口770人のうち，60%が和釘，23%が銅器，
17%が矢立，ヤスリ等にそれぞれ従事していた。
しかし，洋釘の輸入で，和釘は1887年頃に国内
市場から駆逐された。和釘生産に関わっていた
事業主や職人は，銅器，煙管，ヤスリ，矢立な
どの生産へと転業した。銅器は明治期に輸出産
業として発展し，ヤスリと煙管は明治末期には
全国生産のほぼ８割を占める特産品へと成長し
た（燕商工会議所，2001，139-140頁）。

これは主な産品から副次的な産品へのクラス
ター内部の労働力の移動であり，新たな産品の
創造を伴っておらず，一時的な緊急避難であっ
た。近代工業製品の輸入が本格すると，銅器は
アルミ製品に，煙管は紙巻き煙草に，矢立は万
年筆に，それぞれ駆逐された。こうして，江戸
時代の和風金属製品は，「グローバル」環境の
中で敗退した。その結果，明治末から大正初め
にかけ，燕には失業者が溢れた。
この危機を打開したのは，金属洋食器であり，
新たな輸出産品として，近代的な産業集積の形
成を開始した（燕商工会議所，2001，140頁）。
その転換の契機は，外部の新たなニーズを探
る燕の企業家の活動と外部のバイヤーによる洋
食器の製造ソースを求める活動とが出会ったこ
とによる。すなわち，燕の金物問屋が1911年，
東京の輸入商と出会い，銅器の技術を利用した
手作りの洋食器を試作して合格した。外部ニー
ズの背景には，1914年に勃発した第１次世界大
戦があり，民需生産が大幅に落ち込み金属洋食
器の生産を「新興工業国日本」に求めた。
では，なぜ，銅器から洋食器への急速な産品
転換が可能となったのであろうか。㈱小林工
業６の６代目社長，小林貞夫氏によれば，銅製
の「灰ならし」（図表６）の役割が大きかった
と言う。「灰ならし」の中心をプレスして窪み
を作ればスプーンになり，ヤスリで歯を作れば
スプーンになる７。洋食器製作に必要な技術は，
銅器具の製作技術で十分可能であり，その代表
選手として「灰ならし」が技術力を発信したと
推測する。
この洋食器への転換は，和釘から銅器具への
展開とは，まったく異なっていた。第１は環境
激変による存亡の危機に直面した逆境下であっ
たこと，第２は転換の時間的余裕がなかったこ
と，第３として，欧米の技術力に敗退した精神
的打撃も推定される。このマイナス要因の多い
環境下で，次世代産品の準備なしに，手持ちの
技術だけで敢行した活路打開活動であった。そ
の成果は燕において語り継がれ，地域再生力と
して自信が醸成・共有され「燕の『不死鳥』」８
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神話につながる。

洋食器への転換を技能・技術の系統の視点で
考察すると２つの系統がある（図表７）。１つ
目は銅山というプラス要因を起源とする銅器製
作の技術が洋食器製作の基本技術となった。和
釘は鍛冶作業の雰囲気を間接的に提供したが，
洋食器への転換には直接的には貢献していな
い。２つ目は，マイナス要因（信濃川の氾濫）
を起源とする鋸→ヤスリの流れである。ヤスリ
がフォーク作製の加工道具となった。地元のヤ
スリは素材をフォーク状に形成するための最適
形状へと迅速に進化したであろうし，地域内生
産のためコスト的にも有利であった（後日，こ
の手作業によるフォーク製作は機械化されてい
る）。
ここから，クラスターが順調な環境にある時，

技術水準を高め，産品，技術を多様化しておく
ことが，危機におけるクラスター復活の可能性
を高めることを示唆している。

また，洋食器への産業転換の段階で，燕の基
本モデルの転換があったと考える。従来，燕は
自らのニーズを充足する和釘生産を起源とし，
これを外部に販売することで産業集積が始まっ
た。また，銅の付加価値を高めるため銅器をデ
ザインし製造した。つまり，当初は，What to 
make 型のモデルであったものを，外部ニーズ
に対応する金属加工（How to make型） モデル
へと燕の生産モデルが転換したといえる。この
「外部の新たな金属加工ニーズ」に適応するこ
とで新事業を創出し，産品転換を行う発想がそ
の後の燕の産品転換の基本戦略となり，1980年
代まで続いた。

（第４期） ステンレス洋食器：世界の生産セン
ター

燕の企業群は，日米戦争の開始に伴い，軍需
産業の下請に転業し，洋食器の生産は激減した。
戦後の燕の復活は，アメリカ軍とその家族２万
世帯向けの洋食器生産が糸口となった（燕商工
会議所，2001，214頁）。その際，主力素材が，
真鍮や銅から耐蝕性・耐錆性に優れたステンレ
ス鋼に転換した結果，新たな技術課題が発生し
た。ステンレスの研磨工程は手作業に依存し，
全体工程でのボトルネックとなっていた。この
課題を解決したのが，1950年代における次の３
つの技術開発であった。
① 　電解研磨技術９：1950年，㈱東陽理化学研
究所の創業者となる兼古敏男氏が電解研磨技
術の商業化に成功し，その技術を地域企業に
公開し，地域全体として研磨工程の品質の向
上と量産対応が可能となった。
②　超音波洗浄機械の開発
③　自動研磨機の開発
この３大イノベーションにより，量産化の技
術課題を解決した。この結果，燕はステンレス
洋食器における世界一の競争力を獲得し，1960
年～1980年代におけるステンレス洋食器の世界
的なクラスターに発展した。
これは，クラスターがイノベーションを複数
創出すれば，特定分野で世界一のクラスターに

図表６　灰ならし

出所：http://livedoor.2.blogimg.jp/field5392/imgs/c/ ０/c ０e93688.jpg

図表７　燕の洋食器への技能，技術の系統図
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なれる可能性を示唆しており，イノベーション
が進化力の重要な１要因であることを示してい
る。
1977年の燕の生産構造を図表８に示す。生産
出荷の元請業者50社を中心とする事業所482箇
所のほか，研磨業者は1300箇所におよび，燕の
もっともクラスターらしい分業体制を構築した
時期である。
しかしながら，その圧倒的な競争力のため，

米国の洋食器業界が存亡の危機に瀕し，1958年
米国から輸入規制を受け，「日米貿易摩擦」の
第１号となった10。

（第５期） 円高による不況への対応：単品生産
から金属加工の多様化へ

燕の洋食器生産は，1985 年のプラザ合意以
降の円高で，1985年をピークに洋食器の出荷は
減少に転じた（図表９）。世界の洋食器の生産
基地は香港，台湾，韓国へ移行した。この危機
は国際環境の変化のほかに研磨に関する３大イ
ノベーションを初め，燕で改良された加工機械
のスピルオーバーの影響も大きいと考える。
燕はこの危機に対して，単品生産の危うさを

認識し，戦略を転換した。1979年，「産地中小
企業対策臨時措置法」11の施行を契機に，燕は
特定製品の集中生産から，事業の多角化，製品
の多様化を通して燕全体としての安定・強化を
狙った。例えば，アルミサッシや家庭用厨房用
品，カーブミラー，カメラ部品，魔法瓶，自動
車部品，情報機器向け筐体等である（燕商工会
議所，2001，157-160頁）。また，加工対象もチ

タニウムやマグネシウムなどへと多様化した。

4.3 現在の燕の分析
中小企業研究センターは現在の燕の主な産品
を３グループに分類する（2001，108頁）（図表
10）。ここで，多品種少量・高付加価値を狙う
のがA，Cグループで，高度技術・大量生産を
志向するのがBグループである。キーワードは
アジア新興工業国の大量・高品質・低価格生産
に対する競争優位の再確立である。

（Aグループ）
従来の燕クラスターの産品が，高級化とデザ
インによる，差別化で輸入品に対する優位性を
狙う。山崎金属はノーベル賞晩餐会向け高級洋
食器等に特化する。明道㈱は，ハウスウエア分
野のファブレス企業として，13,000アイテムを
取り扱う。遠藤商事㈱では，エコクリーンのキ
チン容器のほか，世界初の低速圧縮搾汁方式の

図表８　燕の洋食器生産構造
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ジュサー等，多様なアイディア商品や高付加価
値商品を開発している12。

（Bグループ）
独自の高度技術で世界トップクラスにあり，

精密金属加工を量産OEMで受注する。売上は
100億円台でグローバルニッチトップ企業であ
る。
遠藤製作所はゴルフヘッドの精密鍛造の

OEM生産に特化し，企画設計を燕に残し，製
造はタイに集中した。
東陽理化学は非鉄金属の精密加工技術で世界

トップレベルにあり，IT機器筺体OEMに特化
する。両社は洋食器全盛時代のメジャー企業で
はなく，洋食器以外で企画力，技術力を磨いて
きた。両社は地域企業との関係が希薄化してお
り，中小企業研究センターは「クラスターの卒
業生」と呼ぶ（2001，122頁）。

（Cグループ）
ニッチ市場むけの独自商品企画や技術力で高

付加価値を狙う。軽機械の企画・開発力を獲得
しつつあり，What to make 型への転換が観察
できる。B to B では，専門特殊加工で広地域
に需要を満たすビジネスモデルで需要を確保す
る。現在，自己企画力でニッチ市場を開拓して
いる企業群の中から新たなタイプの成長企業が
輩出する可能性がある。

4.4 燕の進化モデル
以上の考察から，燕の第１期から第５期まで

の進化モデルを図表11に示す。ここにおいて，
金属加工技術は時代とともに高度化してきた
が，市場が常に転換している。競合に市場を奪
われる度に新たな市場を探索し生き残ってき
た。まず，従来の技術を横方向へ展開し新市場
を発見し，それから技術の高度化を図っている。
その際，イノベーションを伴う新たな市場また
は技術を要求される場合，企業家行動が要求さ
れる。
シュンペーターは「一度創造された企業を単

に循環的に経営していくようになると，企業家
としての性格を喪失する」（1977，207頁）と述
べる。この逆に，経営管理者から企業家に戻る
局面も想定できる。燕における企業家活動は，
順調な環境と逆境に分けると，順境の時に大き
なイノベーションを創出している。銅器技術の
導入，ステンレス研磨３大イノベーション，で
ある。一方，クラスター全体が順調な時，個別
企業の中で，企業家精神が旺盛であるにもかか
わらず，中心的な企業として成長でできない状
況（小規模，下請等）にある場合に，これらの
企業はクラスターの主要産品以外に活路を求め
イノベーションを創出している。遠藤製作所や
東陽理化学は洋食器の全盛時代に，洋食器の分
野以外で新事業を開始している。
燕における中心産品の転換の歴史について，
東陽理化学の創業者であり，燕商工会議所の第
８代会頭を務めた兼古敏男氏は次のように表現
している。「燕は生存そのものの町である。ど
んな小さな分野でも，今まで造られなかったも
のを造りだす。産地の企業に貢献できない者は
どんどん陶汰されていく」（池田ほか，1982，
67頁）。この発言は，燕の歴史を集約し，将来
の方向性を示すビジョナリー的発言であり，常
に主要産品以外の新たな産品を創出すべし，と
のメッセージを発信している。その燕における
産品の転換の歴史と相似形を示すのが東陽理化
学の事業展開の経緯であり，これを図表12で
示す。図表12で，技術を高度化しつつ，その
技術を必要とする市場を探索してきたことが確
認できる。

図表11　燕の進化モデル

出所： 筆者作成
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5. シリコンバレー

5.1 シリコンバレーの代表的産品の変遷
サクセニアンはシリコンバレーの起源を，

1937年のヒューレット・パッカード社の設立と
する（1995，48頁）。
これに対し，Sturgeonは，シリコンバレー

の起源は1909年にパロ・アルトに設立された
Poulsen Wireless Telephone and Telegraph社
とする。この会社のコア技術は無線通信機の主
要な部品であるアーク送信機能であり，この技
術を発明したスェーデンのDr. Poulsenから米
国での特許使用の許諾を得たものであった
（2001，16－19頁）。
Sturgeonの説に従えば，シリコンバレーは

100年の歴史を持ち，その間，主要産品を変遷
させながら，現在の競争力の高いクラスターに
至る。この沿革を主要産品の変遷を基準に５期
に分け図表13に示し，それぞれの時期におけ
る成長と衰退の契機，最盛期の状況を記述した。
第１期のアーク無線機の時代から，第二次世界
大戦中のレーダー機器部品，1960年代の防衛産

業向け製品を経て，1970年代に半導体で世界の
生産センターとなった。さらに，パソコンの時
代を経て，現在のWEB検索，高速ルーター，
音楽配信機器（iPod）等の第５期に至る。それ
ぞれの時期に「情報処理」における世界最先端
技術を開発し商品化する性格は一貫している。

5.2  シリコンバレーにおける危機と克服のパ
ターン
シリコンバレーは100年間に幾度かクラス

ターとしての存続の危機に直面している。危機
の主な要因は，第２次世界大戦終了による「需
要縮小」，防衛産業の向けの「需要飽和」，半導
体とパソコンにおける「競合出現」である。そ
れぞれの危機を新たな産品の創出で克服してき
た（図表14）。
そのうち最も深刻であったのが競合出現によ
る1980年代の半導体危機であり，サクセニアン
は，この頃の状況を「ほとんどの者がこの地域
そのものが衰退すると考えた」と述べている（ケ
ニー，2008，131頁）。この危機はどのような要
因で克服されたのであろうか。ここでは主要な
３つの要因で考察する。

図表12　東陽理化学研究所における代表的な技術進化と事業展開の軌跡

出所：東陽理化学研究所資料に基き筆者作成
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その第１はクラスター内部での「産品の多様
化」である。ショックレー半導体研究所（1955
年設立）からフェアチャイルド・セミコンダク
ターがスピンアウトし（1975年），ここからさ
らにインテル（1968年設立）をはじめとする多
くの半導体企業がスピンアウトした結果，多様
なメモリー半導体（RAM， ROMなど）と非メ
モリー半導体（CPU， DSP， ASICなど）が誕
生した。日本の半導体メーカーが，1981年以降
メモリー分野で米国メーカーを圧倒した際，シ
リコンバレーではメモリー分野から撤退し，非
メモリー分野に資源を集中し，技術の高度化を
図ることで，圧倒的な競争力を回復した。
第２は「新需要の創出」である。小型で高機

能のCPU（インテル8080）がパソコンの開発
を 誘 発 し た（1974年 発 売 のMITS社 の
Altair8800と1977年アップル・コンピューター
社のAppleⅡ）。その後，CPUとASIC等のロジッ
ク半導体の高機能化でコンピューターが高機能
化，小型化，低価格化を実現し，パソコン向け

市場需要が急拡大した。さらに，高機能コン
ピューターやパソコンを統合・連結するルー
ターなどの新製品がクラスターの産品の厚みを
増した。この延長上で，インターネット分野で
の多様なサービスビジネス（情報検索，ネット
販売，音楽配信）を生み出した。
第３は「研究開発の外部依存化」である。自
社での研究開発は主として商業化段階に止め，
できるだけ外部依存する。企業レベルだけでな
く，クラスター全体が全米の大学，世界の大学，
企業とのネットワークを通じ，自社の研究開発
費を節減しながら，しかも，最先端技術を獲得
する仕組みを構築した。SRC13やSEMATEC14

はその代表事例である。

5.3  主要産品の転換，新たな産品創出のプロセ
ス分析

⑴　入れ子構造イノベーション
図表14 における第３期の半導体の時代から

第５期にかけてクラスターにおける新たな産品
図表13　シリコンバレーの主要産品の変遷

　出所： T. Sturgeon, “How Silicon Valley Came to be”,  2001、二神恭一、『産業クラスターの経営学』、2008 等に基
き筆者作成 
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の出現に関して，一定のパターンが観察できる。
すなわち，代表的産品の変遷スタイルは，既存
の製品・システムがより高度な製品・システム
に組み込まれる形が観察される（図表15）。こ
の現象については，中馬がサイエンス型産業と
して論じている（2010）。一般論としては，サ
イモンが「複雑なシステムは『入れ子構造
（Nested）』をなして構成される」と述べてい
る（1987，153頁）。これに因み，既存の製品・
システムがより高度な製品・システムに組み込
まれる形のイノベーションを「入れ子構造イノ
ベーション（Nesting Innovation）」と呼ぼう。

⑵　シリコンバレーの産業連関
図表14において，半導体⇒パソコン⇒イン
ターネット⇒ネット検索の発展過程でクラス
ター全体として新たな社会価値を創出してき
た。シリコンバレーでは，1980年代以降，この
入れ子構造イノベーションで危機を回避，克服
してきたとも言える。また，シリコンバレーの
企業群が，入れ子構造イノベーションに適した

階層システムを構成している。これは，清成・
橋本が「シリコンバレーにおける産業連関図」
として論じている階層構造である（1997，22－
25頁）。同時に，これは，モジュールとアーキ
テクチャの階層でもある。この企業間の分業体
制を活用し，継続的により高次のシステムを構
築する発想がシリコンバレーでのイノベーショ
ン推進の原動力となった。この環境は複雑な機
器を構想，設計，組み立てるために自然発生し，
IT分野だけでなく，バイオやグリーンテクノ
ロジーのイノベーションにも活用されたと言え
よう。

⑶　ビジョナリーの先駆者
図表14における半導体からGoogle社への経
路は，IT技術の発展による「試行錯誤的」な
いし「創発的」なイノベーションの累積効果だ
けで説明可能であろうか。筆者は，ヴァネ
ヴァー・ブッシュの「メメックス」に注目する。
ブッシュが1945年The Atlantic Monthly誌に
"As We May Think"という記事の中で提唱し

図表14　シリコンバレーにおける３タイプの危機と克服プロセス

　出所： T. Sturgeon, “How Silicon Valley Came to be”,  2001、二神恭一、『産業クラスターの経営学』、2008 等
に基き筆者作成
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た装置（メメックス）のビジョンが，シリコン
バレーの第３期の半導体以降，第５期のGoogle
に至る，シリコンバレーの産品変遷における「入
れ子構造イノベーション」の指針の１つになっ
たと考える。この装置（メメックス）は，マイ
クロフィルムを使用した機器で，装置は，図書
館と電気的に接続されており，所蔵する本や
フィルムを表示することができ，さらにその資
料同士が相互にリンクしていて，自動的に相互
参照を辿って他の作品を表示するという構想で
あった。ブッシュの思想は，ダグラス・エンゲ
ルバート（ハイパーテキストを初めてコン
ピューター上で実現）とテッド・ネルソン（ハ
イパー・テキストを概念化）らにより発展し，
ティム・バーナーズ・リーのWWW15の開発を
経て，その思想のかなりの部分が，Google社に
より大規模商業化の形で実現したと言えよう。
今井は，メメックスは情報検索法の一つであ

るとか，ハイパーテキストとして既に実現して
いるというような見方は誤解であるとし，真の
狙いは，ユーザの連想や発想にしたがって，「想
うがままに」知識の断片を編集し，螺旋的に知
識を形成するのがメメックスの本来の課題にほ
かならない（2002，３－33頁）とし，ブッシュ
のビジョン実現に向かって今後の更なる発展を
期待している。
西垣は，ブッシュの業績について，ハイパー

メディア／マルチメディアどころか，（コン
ピューターをふくめ）20世紀科学技術の父，と
いっても過言ではない（1997，16-18頁）と論

じる。
シリコンバレーのビジョナリーがターマン教
授であるとすれば，マサチューセッツ工科大学
でターマンの恩師であったブッシュ教授のビ
ジョンは，シリコンバレーの発展に貢献しつつ，
逐次，実現されてきたといえる。

⑷　ビジョナリーの類型
上記の考察から，ビジョナリーを２つのタイ
プに類型化する。第１は，クラスターの形成と
方向性を示すビジョナリーであり，「クラスター
形成ビジョナリー」と呼ぼう。２つ目がクラス
ターの新たな主要産品を提示するビジョナリー
であり，「プロダクト構想ビジョナリー」と呼
ぼう。前者の事例が，ターマン，後者がブッシュ
である。
ブッシュの貢献は２つの観点がある。その第
１はメメックス構想がその時代ごとの最先端の
思想と技術で再解釈され，イノベーション創出
の指針となったことである。第２はビジョン設
定の意義と有効性をシリコンバレーの人々に認
識させた可能性が大きいと考える。
SDForum16はビジョナリーを「技術的な夢
を現実的なソリューションとして実現した決断
力と革新性に優れたテクノロジーリーダー」と
定義している。この視点に，丹羽・山田（1999，
138-141頁）の構想立案型人材の考え方を援用
すると，「プロダクト構想ビジョナリー」は，
さらに，２タイプに分かれる。
A型は「ビジョンの構想」に止まるタイプで，

メメックスに関し，ブッシュがこれに該当する。
B型は「ビジョンの構想とその夢を遂行する」
タイプで，アップル社のスティーブ・ジョブズ
がこの事例となろう。
シリコンバレーは，基本的にビジョンを大切
にするクラスターでもある。SDForumは1997
年にSilicon Visionary Awards制度を設け，毎
年優れたビジョナリーを表彰し，シリコンバ
レーの特長である企業家精神の高揚に貢献した
人物を称えてきた。2009年の12回目では，シリ
コン・グラフィックスの創業者ジム・クラーク

図表15　シリコンバレーにおける主要産品の変遷パターン

出所： 各種資料から筆者作成
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が表彰されている。
この観点から，シリコンバレーにおける「産

業の雰囲気」（マーシャル，邦訳，1962，284頁）
の一つはビジョン構想力であると言えよう。

6. 燕とシリコンバレーとの共通性の考察

燕とシリコンバレーにおける代表的産品の変
遷を考察・分析した結果，次の共通項目があげ
られる。
⑴　中心産品が幾度も変遷してきた。
⑵ 　その産業クラスターの起源時点での中心産
品が，現在のクラスターの性格をほぼ決定し
ている。燕は一貫して金属加工であり，シリ
コンバレーは，100年前から一貫して，情報
処理に関する先端技術の開発とそれを使用し
たサービスであった。

⑶ 　クラスターが衰退の危機に直面する要因が
ほぼ共通している。危機の要因として，競合
の出現，市場の飽和，市場の縮小の三つの要
因があった。
 　燕では図表４における，第１期，第２期，
第４期は競合の出現で衰退した。第３期が市
場の縮小である。
 　シリコンバレーにおいては，図表14で示す
ように，三つの危機の要因が出現している。
競合の出現に関し，両クラスターにおける共
通性は，そこで創出したイノベーションのス
ピルオーバーによる競合の出現である。シリ
コンバレーはメモリー半導体であり，燕の場
合は，研磨技術に関する３大イノベーション
である。

⑷ 　クラスターが新たな産品の創出に成功する
と，次の危機まで順調に発展する。燕の産品
は図表４の最盛期の欄に示すように，第１期
と第５期において日本有数の集積地，第２期
と第３期においては日本一，第４期では世界
一となっている。シリコンバレーにおいては，
図表13に示すようにそのピーク時において
は世界一の生産と技術レベルにある。

⑸ 　危機を克服するパターンに共通性がある。

克服の方法は，それまでの中心産品の技術・
スキルを基盤とし，新たな技術を組み合わせ
たイノベーション創出である。
　 　また，当初の危機克服のパターンが反復さ
れている。その理由は何であろうか。第１の
理由は，クラスターにも経路依存性があるこ
とを示唆している。危機に際しては，当初の
産品の技術・スキルの蓄積と新知識とを組み
合わせたイノベーションの創出となる。これ
が，次なるイノベーションの要素の一つとな
り，次なるイノベーションの性格を拘束する
可能性が高くなる。 第２の理由は，クラス
ターで醸成されたカルチャーが，危機対応策
の基本的な発想法となり，クラスターの暗黙
知として伝承され，思考の基盤になると考え
られる（燕の「新たな金属加工ニーズへの対
応・高度化」，シリコンバレーの入れ子構造
イノベーション）。
⑹ 　両者ともに産品の変遷には，順調な環境で
の進化（「順境進化」と呼ぼう）と逆境での
進化（「逆境進化」と呼ぼう）がある。燕では，
銅器への展開と戦後のステンレス洋食器は順
境進化で，和釘の起源や戦前の洋食器は逆境
進化と言える。シリコンバレーでは，当初の
無線機や半導体の発展は順境進化であり，非
メモリー半導体への集中は逆境進化である。
燕とシリコンバレーにおける共通点は逆境進
化の候補産品（技術）が順境の中で育成され
ていたことである。それら候補者が逆境で淘
汰，選択され，生き残った産品が急速に成長
した現象が観察できる。また，両者ともに，
順境進化の後に逆境進化を経験しており，「ク
ラスターの主要産品は変遷する」との認識が
内部の人々で共有されていた可能性があり，
これが逆境進化を実現できた要因の１つと考
えられる。

7. 燕とシリコンバレーとの相違性の考察

⑴ 　両者の最も大きな差異はイノベーション創
出のパターンである。燕では金属加工技術を
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より高度化しながら新たな加工対象を外部で
探索する方法であった（図表11）。現在では，
What to make 型の活動も見られる。シリコ
ンバレーでは，より高度の機器・システムを
目指したパラダイム変換（入れ子構造イノ
ベーション）で危機を克服している（図表
15）。入れ子構造イノベーションは，サブシ
ステムとなる既存の産品を活性化させ，以前
にもまして，地域を繁栄させる効果がある。

⑵ 　シリコンバレーでは新たな商品コンセプト
を構想する多数のビジョナリーの活動が進化
力の１つであり，新たな産品を創出する源泉
の１つとなっている。一方，燕でもビジョナ
リーは存在していたが，その数は少ない。た
だし，現在の「企画型商品」の多産を通じ，
多数のビジョナリーが成長中の可能性があ
る。

8. おわりに

クラスターにおける進化として，順境進化と
逆境進化が観察された。また，ビジョナリーの
３つの類型が特定できた。クラスター形成の方
向性が定まった後は，プロダクト構想ビジョナ
リーの役割が重要となる。
グローバル化時代においては，プロダクト構

想ビジョナリーへの期待が高くなろう。クラス
ターが順境の時期に，既存のクラスター内の資
源と世界の資源を結合する形でイノベーション
を創出し，順境進化を促進すること，かつ，逆
境進化に備える多様性を予め準備すること，こ
の２つの役割を担うのがプロダクト構想ビジョ
ナリーであり，大きな構想力を有する新たな企
業家像といえよう。

【注】
１ 　燕商工会議所専務理事，笠原庄司氏から聴き取り，
2008年12月
２ 　㈱東陽理化学研究所（ステンレス，チタニウム，
マグネシウムの精密加工，iPod鏡面筐体，携帯電話
筐体加工等など），遠藤製作所（チタニウム・ゴルフ

ヘッド，ステンレス部品の精密加工），ツバメックス
（マグネシウムアッタシュケース，自動車部品）等
３ 　㈱小林工業社長，小林貞夫氏から2008.12.12聴き取
り：「江戸から和釘職人を呼び，庄屋さんが習い，広
めた。庄屋さんの子孫を尊敬の念を込め，『XX様』
と様付けしていた」。メタルワンHP「代官の大谷清
兵衛は江戸から和釘職人を呼び，水害に苦しむ農民
に副業を教えた」，http://www.mtlo.co.jp/jp/world/
metal/tsubame/tsubame.html, 2011.2.8閲覧
４ 　㈱小林工業社長，2008.12.12聴き取り。
５ 　同上
６ 　燕の洋食器製造の大手企業
７ 　㈱小林工業社長，2008.12.12聴き取り。
８ 　燕の産品の変遷を不死鳥にたとえる。産経新聞
2009.6.28
９ 　電解研磨技術は，メッキとは逆の方法で，品物に
＋の電流を通し，液中（強い酸）の極板に－の電流
を通し高電圧，大電流でもって金属肌を溶かしなが
ら，1000分の２～1000分の４を剥ぎとる技術。
10 　出所：http://www.m-activation.net/page068.html 
閲覧：2007年７月10日

11 　洋食器とハウスウエアの２つの業種は組合を中心
に，生産・雇用問題，新製品・新技術の開発，雇用
調整給付金制度，賃金補完措置の観点から，産地振
興策が策定された。出所：http://www.alfact.co.jp/
homepage-f/tsubame-3.htm，閲覧：2007年７月10日

12 　 遠 藤 商 事 ㈱HP, http://www.endoshoji.co.jp/
newproduct.htm, 2011.2.11閲覧

13 　Semiconductor Research Corporation, 1982年設立
14 　Semiconductor Manufacturing Technology 
Institute, 1987年設立

15 　World Wide Web
16 　SDForum はシリコンバレーの技術者に公正な情
報，調査レポート，専門知識などを提供し続けてい
る非営利団体。http://www.vitria.co.jp/news/press_
release/2003/0618-01.html, 2010年12月12日閲覧
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